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1 0 4 2 4 2 7 5 3 2 10 8 4 16
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35 23 12 20 43 41 41 22 24 40 11
デス・エデュケーションとは何か
105件
その可能性と必要性について
小学校～大学までの教育実践 113件
（うち、小学校のみ）  （50件）
死・いのちに関する概念の発達  22件
養成課程および対人専門職への教育  50件
その他（ホスピス、宗教との関連、海外での取り組み等）  90件
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　2000年代に関連文献数が増えているにも関わ
らず、その可能性や必要性についての文献が多
くみられ、概念的に一般化するまでには至って
いないことが伺える。
　それに対して、学校教育の実践に関わる文献
が100件を超え、全体の３分の一を占めるほど
多くみられる。また、死やいのちに関する概念
の発達に関するものが22件とあり、教育実践上
の根拠となるものへの研究が進められている。
　学校実践の中で小学校関連が50件ともっとも
多いのは、教育カリキュラムでの必要性や生涯
発達におけるデス・エデュケーションの必要性
を示しているといえる。
　また、養成課程および対人専門職への教育に
関するものが50件であるのは、デス・エデュケ
ーションを実践する専門職を育てることへの関
心の高さが伺える。
　４）老年学と知的障害について
　老年学についてはもっとも古い報告が1952年
からなされており、今回の検索でヒットしたの
は1108件であった。その範囲は広く、医学や社
会学など総合的な研究が求められていることが
よくわかる。
　そのうち、障害を扱ったものは34件あるが、
感覚障害や身体障害などが大半を占め、知的障
害に関連したものはわずか２件であった。この
２件はいずれも老年学の領域の一つとして知的
障害に関する総合的研究が求められると提言し
ているものである。
　老年学研究の歴史や研究領域の広さに対し
て、知的障害をもつ場合に関する実践や研究の
少なさはこれらが早急に取り組まれるべき課題
であることを示している。
４．ま　と　め
　知的障害者のための生涯学習の必要性が国際
的に求められ、様々な実践報告がなされるよう
になってきた。しかし、高齢知的障害者のため
の生涯学習への実践報告はなく、その必要性に
ついては論議されていないのが現状である。
　高齢になった知的障害者については、どのよ
うに援助するかその内容や技術について現実の
課題として取り組まれているにも関わらず、本
人が自分自身の変化やいずれは訪れる死とどの
ように向き合っていくかについては援助の対象
となっていない。今回の検索対象となった文献
の中から、そのような実践や研究をみつけるこ
とはできなかった。また、知的障害者を対象に
したデス・エデュケーションの実践や研究もみ
られなかった。
　通常の高齢者が死とどのように向かい合う
か、今の生きている時間を豊かにするための援
助方法として、学習の機会を得ていることに対
して、知的障害者がそのような学習の機会を用
意されないのはなぜか。それは知的障害者が身
近な人や自分自身の衰えや死について理解して
いないと考えられているためではないだろう
か。
　三原ら（2007）は親の死を話し、自分自身の
衰えに気付いている知的障害者の例を報告して
いる。限られた例ではあるが、知的障害があっ
ても、同じような不安を抱く可能性があること
を示している。通常の場合でも、衰えや死に対
する不安を語るのは、相手との信頼関係の形成
と不安へのフォローアップ体制が組まれる必要
があり、そのような準備が整った状態でも簡単
に語れるものではない。語ってもよいのか、ど
のように不安を和らげることができるのかを知
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るためには様々な側面からの情報や多様な選択
肢が用意されなければならない。
　そして、生涯学習について松矢ら（2008）が
いうように、いつでもどこでも学べることが課
題であり、学んだことを今の生活に生かせるよ
うにできるのなら、高齢になり死や衰えへの不
安を抱えるようになっていく知的障害者のため
にも生涯学習の機会が用意されるべきなのでは
ないだろうか。
　親や自分自身の衰えや死に直面していく知的
障害者はある特定の場所、時間帯に存在するわ
けではない。いつ、どこでそのような状況に置
かれるか誰かに予測できるものでもない。デス・
エデュケーションは障害の特性によってうまく
表現できない可能性が高い知的障害者にこそ必
要な学習である。
　デス・エデュケーションは死に直面してから
の学習ではなく、日常の中で起こりうる疑問や
不安に応えていくものとして位置づけられるべ
きといわれる。知的障害者が直面してからの学
習ではなく、定期的に身近な人の衰えや死、自
分自身の衰えと付き合っていくことができるよ
うに、継続的な学習の機会が用意される必要性
がある。
５．今後に向けて
　本稿の研究方法は文献タイトルを量的に分析
し、含まれたキーワードを主観的に分類分析し
ているため、文献の内容を具体的に分析してい
くことで明らかになる焦点を見落としている可
能性がある。しかし、主観的な視点によるとは
いえ、知的障害者の高齢化に関する課題や生涯
学習の必要性については一定の見解を得ること
ができたと考える。また、デス・エデュケーシ
ョンが全く知的障害者を対象としていないこと
も、様々なキーワードとの関連で検索した経過
から明確である。
　障害者自立支援法の見直しがされている今、
知的障害者の地域への移行が求められている。
もし、地域への移行が望ましいなら、地域で暮
らす知的障害者が生活の質を向上させるべく、
選択できる生活文化が用意されなければならな
い。その中には、生涯学習として位置づけられ
た様々な学習の機会が求められるのである。
　施設に入所している高齢知的障害者が多い現
状からは、施設内あるいは施設が位置する地域
の社会的資源を活用した、長期的見通しで取り
組まれる生涯学習が求められる。
　最後に、知的障害者関係の実践と研究に求め
られているもの、今後の課題としたい点を挙げ
たい。
　まず、知的障害者がどのように身近な人や自
分自身の衰えや死を感じているのか。その感じ
るプロセスやどのような援助が必要なのか。援
助としての学習の内容や方法に関する実践と研
究の蓄積が求められる。
　そして、それらを知的障害者の継続教育とし
て位置付け、制度化していく必要がある。
＜註＞
１） 生涯学習は生涯教育や社会教育とその定義や使われ
方が一定していないことが多い。本稿では教育基本
法第３条（生涯学習の理念）において、「国民一人
一人が、自己の人格を磨き、ゆたかな生活を送るこ
とができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機
会に、あらゆる場所において学習することができ、
その成果を適切に生かすことができる社会の実現が
図られなければならない。」としていることに従っ
て、学校教育をも含む学習の機会として捉えている。
２） 一般に高齢期は65歳以上とされるが、知的障害があ
る場合は身体的、外見的な変化から40歳代から老化
への対応策が必要といわれる。
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